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本書は、 平成9年度に発掘調査を行いました前津中ノ玉遺跡の埋

蔵文化財調査報告書であります。 今回の調査では、 縄文時代から奈

良時代までの遺構や多量の遺物を出土しました。 特に奈良時代の住

居跡を2 0軒以上確認し、 筑後市における奈良時代の生活の解明に

大きく役立つものとなりました。

本書は、 失われていく遺跡を記録として残すことで、 文化財保護

の理解と認識を深めることを目的とし、 また学術研究の資料として

広く活用していただければ幸いです。

この報告書の発行にあたり、 御協力をいただいた地権者並びに関

係者各位、 また、 調査に関して御指導、 御協力をいただいた皆様に

厚くお礼申し上げます。

平成1 1年3月

筑後市教育委員会

教育長 牟田口和良



例言

I. 本書は、 宅地造成の開発に伴い、 筑後市教育委員会が平成9年に実施した前津中ノ玉遺跡第2次調査

の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査地点は、 福岡県筑後市大字前津864-1外である。 開発面積はl,762m2、 発掘調査面積は約

1,383面であり、・調査期間は平成9年6月9日から9月30日迄である。

3. 発掘調査は、 上村英士が担当した。

4. 遺構の実測図作成は上村と小林勇作、 立石真二、 末吉隆弥、 江崎貴浩、 奥村太郎、 小田和利（福岡

県南筑後教育事務所）が行った。

5. 遺構の写真は、 上村と永見秀徳が行った。 また、 遺構の全体写真は（有）空中写真企画に委託した。

調査は分割して行った為、 空中写真の合成処理を写測エンジニアリング（株）の協力を得た。

6. 遺構実測の基準点は、 国土調査法第II座標系によっているため、 本書に示す方位は全て座標北

(G.N)である。

7. 遺物の実測図作成及び浄書は平塚あけみ、 江藤玲子と上村、 小林が行い、 遺物の写真撮影は上村と

永見が行った。

8. 本書に使用した遺構の表示は、 下記の略号による。

SI-竪穴住居 SB-掘立柱建物 SK-土城 SX-不明• その他の遺構

9. 本書の執箪は上村が行い、 蝙集は平塚、 江藤の協力を得て上村が行った。

10. 本書に掲載した図、 写真、 遺物については一括して筑後市教育委員会が収蔵、 管理している。
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I . はじめに

筑後市大字前津864-1において、 平成8年6月に宅地分譲を目的とした土地の造成について、 埋蔵文
化財の取り扱いの問い合わせが、 開発原因者から筑後市教育委員会にあった。 当該地は八女丘陵西端
に位置し、 昭和60年に福岡県教育委員会が実施した前津中ノ玉遺跡の隣地であり、 埋蔵文化財が包蔵
されている可能性がある為、 平成8年7月に試掘調査を実施した。 その結果、 開発予定地内のほぼ全面
から住居跡やピット等を確認したため、 開発原因者と埋蔵文化財の取り扱いについての協議を重ね、
発掘調査を実施することとなった。 開発対象面積はl,762m2、 調査面積1,383面である。

調査は平成9年6月9日から9月30日まで行った。 調査は廃土置き場等の都合により、 2回に分けて調査
を実施し、 2回の遺構全体の空中写真撮影を行った。

整理作業及び報告書作成は、 筑後市教育委員会文化財整理室にて随時行った。
発掘調査に伴う費用は、 すべて開発原因者が負担した。
発掘調査及び整理作業の関係者は次の通りである。

調査体制
I) 調査主体

筑後市教育委員会
2) 総括

教育長 森田基之（ ～ 平成10年3月） 牟田口和良（平成10年4月～ ）
教育部長 津留忠義（ ～ 平成JO年3月） 下川雅晴 （平成10年4月～）
社会教育課長 山口逸郎
社会教育係長 田中清通
社会教育係

（文化財専門職） 永見秀徳
田中剛

（文化財学芸員） 柴田剛

小林勇作
上村英士（平成9年6月1日 ～ ）調査担当
立石真二（平成9年8月1日 ～ ）

3) 発掘調査作業参加者 地元有志

4) 整理作業員参加者 （整理補助員） 平塚あけみ
江藤玲子（平成10年4月 ～ ）

（整理作業員）野間口靖子 湊まど香（ ～ 平成10年4月）
馬場敦子 野口晴香（平成10年5月 ～ ）
湯川琴美（平成10年5月～ ） 江崎貴浩

発掘調査及び整理作業にあたって、 次の方々から御教示、 御指導を賜った、 記して心より感謝申し
上げます。（敬称略）

小田和利（福岡県教育庁南筑後教育事務所）
狭川真一、 城戸康利、 中島恒次郎、 山村信榮（太宰府市教育委員会）
大塚恵治（八女市教育委員会）
富永直樹、 白木守 （久留米市教育委員会）

-1-



I[ . 位置と環境

前津中ノ玉遺跡は、福岡県筑後市大字価葎：に所在する。
筑後市は、福岡県の南西部、筑後平野のほぼ中央に位置し、市の北側を久留米市、広川町、三瀦町、

南側を瀬高町、東側を八女市、西側を大木町に隣接している。JR鹿児島本線と国道209号が市の中央を
南北に貫き、国道442号が東西に横断する。一 級河川の矢部川や水田の潅漑用水として整備された人工
河川の山ノ井川、花宗川が市内を西流する。

当遺跡が所在する前津地区は、多くの古墳が点在する八女丘陵の西南端部に位置し、標高15m-20m
の段丘状地形をなしており、周辺はぶどう畑やなし畑が拓けている。

次に市内の遺跡について時代ごとに概観してみる。市内から発見された旧石器時代については蔵数坂
口遺跡から出土した角錐状石器が挙げられる。縄文時代の遺跡は早期の押型文土器を出土した裏山遺跡
や落とし穴遺構を検出した蔵数森ノ木遺跡、田佛遺跡、若菜森坊遺跡、石組み炉を検出した恙好娯遺跡
等が挙げられる。弥生時代の遺跡は、竪穴住居を検出した蔵数森ノ木遺跡や、甕棺を検出した蔵数東野
屋敷遺跡、常用遺跡等、市内の全域に分布する。古墳時代になると八女丘陵一 帯に古墳が造られ、広川
町と筑後市にまたがる国指定文化財として有名な石人山古墳や八女市の岩戸山古墳が挙げられ、市内に
は市指定文化財の欠塚古墳と瑞王寺古墳があり、集落跡では竪穴住居を検出した田佛遺跡や久富鳥居遺
跡が挙げられる。奈良時代• 平安時代では多数の集落跡を検出した若菜森坊遺跡や前津中ノ玉遺跡、羽
犬塚射場ノ本遺跡、多数の墨書土器を出土した羽犬塚中道遺跡、また、古代の官道である「西海道」跡
とされる遺構を鶴田市ノ塚遺跡で確認し、西海道は市のほぼ中央から東寄りに縦断することが推定され
た。中世では、煮炊具を多数出土し、居館跡とされる長崎坊田遺跡、大字下北島に所在する榎崎遺跡が
挙げられる。近世の遺跡は市西端に位置し、漆器を出土した四ヶ所古四ヶ所遺跡が挙げられる。

（参考文献）

筑後市文化財報告害「裏山遺跡」 筑後市教育委員会1966

，， 「瑞王寺古墳」 第3集 筑後市教育委員会1984

，， 「前津中の玉遺跡」 第4集 筑後市教育委員会1987

，， 「田佛遺跡」 第5集 筑後市教育委員会1988

ク 「蔵数遺跡群」 第6集 筑後市教育委員会1990

，， 「欠塚古墳」 第8集 筑後市教育委員会1993

，， 「榎崎遺跡」 第9集 筑後市教育委員会1993

', 「四ヶ所古四ヶ所遺跡」 第10集 筑後市教育委員会1994

，， 「久富鳥居遺跡」 第13集 筑後市教育委員会1994

ク 「羽犬塚射場ノ本遺跡」 第17集 筑後市教育委員会1995

「筑後市史」 第1巻 筑後市史福さん委員会1997
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t前津中ノ玉遺跡第2次
5蔵数東野屋敷遺跡
9. 弘化谷古墳

13. 徳久中牟田遺跡

Fig.I 周辺遺跡分布図(1/25000)

2前津中ノ玉遺跡
6蔵数坂口遺跡

10. 欠塚古墳
14若菜森坊遺跡

3瑞王寺古墳
7蔵数森ノ木遺跡

11. 羽犬塚中道遺跡
15長崎坊田遺跡
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4. 田佛遺跡
＆石人山古墳

12. 羽犬塚射場ノ本遺跡
16. 久富鳥居遺跡
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Fig.3 遺構略測図(1/200) ※記載のない屋内土壊（床下下層）他に ついては個別図で赤で表記している。
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Fig.4 遺構全体回(1/200) ※記載のない屋内土城（床下下層）他については個別図で赤で表記している。



Tab.l 遺構番号台帳 (1) 遺構切り合い 旧→新

S一番号 遺構番号 種 別 S一番号 遺構番号 種 別

1 SI001 竪穴住居 46 ピット

2 撹乱 47 ピット群

3 撹乱 48 ピット
4 撹乱溝 49 ピット

5 SI005 竪穴住居 SI010→ SI005 50 SX050 落とし穴状遺構
6 撹乱 51 欠番
7 撹乱 52 ピット

8 撹乱 53 SX053 ピット， 撹乱 54 ピット
10 SIOlO 竪穴住居 SI010→ SI005 55 SI055 竪穴住居
11 撹乱溝 56 ピット
12 ピット 57 ピット
13 SX013 ピット 58 SX058 ピット
14 ピット 59 SI001カマド
15 SI015 竪穴住居 60 SB060 掘立柱建物
16 ピット 61 ピット
17 SX017 ピット 62 ピット
18 ピット群 63 SI030内ピット
19 ピット 64 SI030内ピット
20 SI020 竪穴住居 65 欠番
21 ピット群 66 ピット
22 ピット 67 ピット
23 ピット群 68 SI001内ピット
24 SX024 ピット 69 SI015内ピット
25 SI025 竪穴住居 70 SI070 竪穴住居
26 ピット 71 ピット
27 SX027 ピット 72 ピット
28 ピット群 73 ピット
29 ピット群 74 SI015屋内土城
30 SI030 竪穴住居 75 SI001屋内土城
31 ピット群 76 撹乱
32 ピット群 77 撹乱
33 ピット群 78 SK078 土城
34 ピット群 79 撹乱溝
35 SI035 竪穴住居 SI035→ SI040 80 SI080 竪穴住居
36 ピット群 81 SX081 SillO内ピット
37 欠番 82 SX082 SI110屋内土城？
38 ピット 83 ピット
39 撹乱 84 撹乱
40 SI040 竪穴住居 SI035→ SI040 85 欠番
41 撹乱溝 86 撹乱
42 ピット 87 // 

43 ピット 88 // 

44 ピット 89 ピット
45 SI045 竪穴住居 90 欠番

-9-



Tab.1 遺構番号台帳 (2) 遺構切り合い 旧→新

S一番号 遺構番号 種 別 S一番号 遺構番号 種 別

91 ピット 150 SI150 竪穴住居

92 ピット 151 撹乱

93 ピット 152 撹乱

94 ピット 153 SX153 ピット

95 欠番 154 SX154 ピット

96 ピット 155 SI155 竪穴住居

97 ピット 156 ピット群

98 ピット 157 ピット群

99 SI080内ピット 158 ピット

100 SI100 竪穴住居 SI100→ SI105 159 SX159 ピット

101 撹乱 160 SK160 土城

102 SX102 SI070内ピット70→102 161 ピット群

103 SX103 ピット 162 ピット群

104 ピット 163 ピット

105 SI0105 竪穴住居 SilOO→ SI105 164 撹乱

106 ピット 165 SI165 竪穴住居

107 ピット 166 撹乱

108 ピット 167 撹乱

109 ピット 168 撹乱

110 SlllO 竪穴住居 169 ピット

111 SI080内ピット 170 SI170 竪穴住居

112 SI080内ピット 171 撹乱

113 SI080内ピット 172 ピット

114 SI080内ピット 173 ピット

115 欠番 174 ピット

116 SX116 SI080内ピット 175 欠番

117 SX117 SI080内ピット 176 欠番

118 SI080内ピット 177 欠番

119 SI080内ピット 178 SK178 土城

120 欠番 179 ピット

121 SI070内ピット 180 SI180 竪穴住居

122 SI070内ピット 181 欠番

123 SI070内ピット 182 SX182 SI165内ピット165→182 

124 SI045内ピット 183 SI180内ピット

125 欠番 184 SI180内ピット

126 SI045内ピット

127 ピット

128 欠番
129 欠番
130 欠番
131 SI010内ピット

132 SI010屋内土城

133�149 欠番
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III . 調査の概要
l. 遺構検出状況

調査区は八女丘陵の西端部分に位置
し、 低位段丘の南斜面に遺跡は広がる。

遺構の検出環境は表土である暗茶褐
色の細粒質火山灰土（旧耕作土）下に
茶褐色の遺物包含層を確認し、 遺物包
含層を除去して大半の遺構を検出した。
しかし、 当地が以前、 葡萄畑であった
為、 葡萄棚の基礎や溝等が調査区を縦
横に走っており、 殆どの遺構が一 部又
は半分以上破壊を受けていた。

(Fig .5,pla.2) 
今回報告する地区の東側に位置し、

中央部分を現代溝に大きく切られる。
竪穴部は南北壁長約3.5m、東西壁長約

2. 遺構
竪穴住居跡
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下層から、掘り込み深さ約20cmの屋内土城を検出した。カマドは東壁の南に偏した位置に付設され、竪

穴部から突出して造られている。カマド中央床面は赤褐色に焼けている。煙道部分がピットに切られて

いるが、火床面は煙道に向かって緩やかに傾斜している。遺物は覆土中から土師器杯、甕片、屋内土城

から土師器片、カマド内から須恵器片、土師器甑、甕片を出土した。

(Fig .6,pla. 2) 

東側のSIOI Oを切り、中央部分と南西部分を現代溝に切られている。南北壁長約2.5mを測り、東西に

広い長方形を呈する。壁高は約8--16cmを測り、検出住居の中では大型である。貼床、主柱穴、カマド

は検出されなかった。遺物は須恵器蓋片、土師器甕、坪、甑片を出土した。西壁に沿って貼床下層から

掘り込み深さ約16cmの屋内土城を検出した。カマドは北東隅部分に付設された突出型である。カマド

内で赤褐色に焼けた火床を検出した。遺物は覆土中から須恵器杯、土師器甕、皿、杯片、カマド内から

土師器坪片、甕片、屋内土城から土師器甕片を出土した。
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SI010  (Fig . 6·7,pla.3) 

SI005に切られており、 北壁を現代溝に切られている。 南北壁長約3.5m東西壁長約2.9mを測り、 壁

高は約22cmを測る。平面プランは隅円長方形を呈する。貼床下層から掘り込み深さ約17cmの屋内土城を

検出した。 カマドは東壁の南寄りに付設され、 竪穴部から火床が突出して造られ、 煙道が東に約45cm残

存する。 カマドの北側壁に住居内土城が掘り込まれている。土城内の埋土は暗茶黒土で、 土師器甕、 杯

片が出土している。 竪穴部の出土遺物は、 須恵器蓋、 土師器甕、 坪、 皿、 把手付甕、 屋内土城から土師

器甕、 杯である。

S1010カマド・住居内土填

19.60m 

゜ 50cm 

Fig.7 SI 010カマド・住居内土城遺構実測図(1/20)

SIO 15 (Fig .8,pla.3) 

調査区北西に位置し、 遺構の西側と南西隅を現代溝に切られている。南北壁長約2.85m、 東西壁長約

3.6mを測り、 壁高は約13cm -25cmを測る。 東西に広い隅円長方形を呈する。貼床は全面ではないが、

平坦で硬い。主柱穴は確認されなかった。西壁に沿って貼床下層から掘り込み深さ約16cmの屋内土城を

検出した。 カマドは北東隅部分に付設された突出型である。カマド内で赤褐色に焼けた火床を検出した。

遺物は覆土中から須恵器杯、 土師器甕、 皿、 杯片、 カマド内から土師器坪片、 甕片、 屋内土城から土師

器甕片を出土した。

SI020 (Fig .8,pla.4) 

遺構の南側を現代溝に切られる。 残存南北壁長約1.7m、 東西壁長約2.15mを測る。壁高は約13cmを測

る。床面は平坦で、 貼床は検出されなかった。カマドは北壁に付設され、 突出型である。 カマド前面に

灰だまりを検出した。遺物は土師器甕片を出土している。

-13-
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S I 0 2 5  (Fig .9 ) 

調査 区の北壁 際 で 西 隅 部 分のみ を 検 出 し た 住居跡で あ る。 当 初 は 土城 と 考 え て い た が、 形状 と 城底の

状況か ら 住居 と し て 取 り 扱 う 。 出 土遺物 は 土師器甕小 片のみ で あ る。

(Fig . I O,pla.5 ) 

住居跡の北部分 を 東西 に 現代溝 に 切 ら れ る 。 南北壁長約

3. l m 、 東西壁長約2.9m を 測 る 。 壁高 は 約7cm � J 7cm で あ る 。

隅 円 正方形の プ ラ ン を 呈す る。 住居 内 か ら 焼 け 面 を も つ ピ

ッ ト (S-63) を 検 出 し た が性格 は 不 明 で あ る 。 ま た 、 住居北
1 9 .60 m 
—一 側 部 分 と 南 側 部 分 で は 若 干 方 向 が違 い 2棟が切 り 合 っ て い三 る 可能性があ る。 遺物 は 、 土師器甕、 坪片が出 土 し て い る

属 が図 化す る に 至 ら な い 小 片 で あ っ た。 ま た 、 携帯用 と 考 え

ら れ る 穿孔 し た 砥石が出 土 し て い る 。
SI 025 遺構実測 図 ( 1 /40)
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S I035  (Fig .1 1 ) 

調査区南東に位置し、 住居南側をSI040に切られ、 西部分を現代溝に切られる。南北壁長約2.9m、 東

西壁長約4.05mを測り、 壁高は約28cmを測る。隅円長方形の プ ラ ン を呈する。 主柱穴は確認されなかっ

た。貼床下層から掘り込み深さ約20cmの屋内土城を検出し、 埋土は焼土、 炭を多量に含む 淡赤褐色土で

あった。カマドは北壁東寄りに付設され、 突出型である。カマド内に灰 白色粘土が入り、 東壁際で も 検

出した。遺物は須恵器蓋片、 土師器甕、杯、皿、 甑、 高杯片、 土錘を出土した。
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6. 淡茶黒色土
7. 暗茶黒色土
8. 明黄茶色土
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� 
19.60m 

二三二三―--
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1 9.40m 
G 

I .  i炎馬茶色土
2. i炎茶褐色土
3. i炎茶色土
4. lf;'i 茶褐色土
5. i炎茶褐色士 （ 黄褐色土含む）
6. Iリ］茶褐色土 淡赤褐色土 （焼土多 く 含む ）

Fig. I I SI  035 · 040遺構実測図(1140)
- 16 -



S I0 4 0  (Fig . I I) 
調査区南壁部分で検出 し SI035を切っており、 住居西部分を現代溝に切られる。 検出南北長約2.65m、

東西長約2.8mを測り、 壁高は約20cmを測る。 貼床下層の北東隅に屋内土城を検出 した。 カマドは東壁部
分に付設 され、 突出型である。 カマド前面で灰白色粘土を確認 した。 遺物は須恵器杯片、 土師器甕、 甑、
杯、 高杯、 移動式籠片を出土 した。
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Fig.12 SI 045遺構実測図 (1/40)
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S I0 4 5  (Fig .12.13,pla .5.6 ) 
住居跡の南側を床面まで現

代溝に切られている。 住居群
の中では大型である。 南北壁
長約4.0m、 東西壁長約2.65m
を測り、 壁嵩 は約30cmを測る。
南北に長 い 隅 円長方形のプラ
ン を呈 し 、 床面は平坦である。
西 • 南壁に沿って壁溝を検出
し た。 貼床下層から掘り込み
深 さ約26cmの屋内土城を検出
し 、 埋土は淡黒茶色土である。

カマドは 2 基検出 し 、 北壁中
央に付設 された突出型の北カ
マドは 両 袖 が 若 干 残存 する。
カマドから北に約60cm煙道が
延 び、 カマド壁体、 煙道 は 赤
褐色に焼けている。 西壁の南
寄りに検出 された西カマドは
現代溝に破壊を受け残存状態
が極めて悪かったが、 カマド
内に小型甕を倒 立 させて支脚
に用いている。 遺物は 覆土中
から須恵器蓋、 甕、 杯片 、 土
師器甕、 杯、 高杯、 甑、 移動
式寵と考 え られる小片、 北カ
マドから須恵器坪、 甕、 蓋片、
土師器甕、 杯、 甑片、 西カマ
ドから、 甕、 杯片を出土 し た。



(Fig .14) 

住居跡の中 央部分を南北 に 現代溝 に 切られてい

る。 東西壁長約2.6mを測り、 壁高は約8cmを測 る 。

正方形 に 近いプランを呈する。貼床、 カマド、 主柱

穴等は確認で き なかった。出土遺物は土師器甕小片

のみである。

E
 
09'
6
l
 

(Fig . I  5) 

住居跡の西側を現代溝 に切られている。 南北壁長

約3.9m 、 東西壁長約2.5mを測り、 壁高は約27cmを

測る。南北 に長い 隅円長方形のプランを呈し大型の

住居である。床面は平坦で 、 主柱穴は確認されなか

った。また 、 東 • 西壁 に沿って一部壁溝を検出した。

カマド前面の貼床下層 に 掘り込み深さ約20cmの屋内

SI070 

土城を検出した。 埋土は暗黒褐色土。 北西隅 に カマ

ドと考 え られる部分を検出したが 、 現代溝 に 破壊さ

れており詳細な情報を残せなかった。

SI 045�tカマド

I 

I .  ).1.\褐色」：
（ 黄色粘上含む）

2 .  規褐色土
（焼上含む）

3. 黄色枯土
（整体のibl 沿 上 ）

4. 焼土
5.  黙褐色土

（焼土 多 〈 含む）

、----------

(Fig .15) 

住居面や東西を現代溝 に切られ、 残存状況が 極 め

て悪い。 南北壁長約2.35m 、 壁高は約34cmを測る。

東西 に 長い 隅 円長方形のプランを呈する。 カマド、

貼床面、 主柱痕は確認で き なかった。遺物は須恵器

杯、 蓋片、 土師器甕、 杯 、 皿片である。

SI080  
1 m  

�
 □
 

S I 045西カマド

<
 

ヽ
ヽ

J̀
 

I
I
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
、
"
"
H

ー
1

I

`

l
 

Jl
 

r
 
r

/
 

l
 

／
 ッ

I
/

l

 

-

r
I

 

ー

／

／1

ー

Y
L

T
I
r

ー

／
 

-

T
I
I

ツ

ー
ー

T
1
1

/
 

-

T

 

-

T
ー
／

ゾ

r
I

 

r
l
fl
 

T
Iーー

T
I

ー

T

I
 

T
 

_

I

 
T
I

 

:：

@
 

I一
ー
ト

ー
I
-

！
ー
ト

ー

ー
ー
ト

—

ー

ー

ー
ト

—

／
 人

ー

！

！

ト

ー

ー
l

人

一

／
ト

／
人

ー
ー
ト

一

/

ー
/

ト



／
人

ー
ー
ト

―

!

!
T
ト

／
人

一

ー
ー

／
 

人
／

 ー
人

一

／
 ／

人

一｀
 

／
 1

I
I
I
 

ヽA
 

ヽ

1
9 .
6
0
ヨ

2m 

゜

゜SI 045北 • 西カマド遺構実測図(I /30) 

SI 055 

冒\\`｀\＼＼`｀＼\＼‘ ‘‘
1
1
1
1

Fig.13 

19.60m 

- - - � ―― ー ー／
冒---- -

SI 055遺構実測図 ( 1 /40)

- 18-

Fig. 1 4  



S1 070 

w o9·5 し

2m 

@ 

◎
 

@ 

© 

G
 

＼ 黄色粘土

@ 

A
 -

'- -1.. 

I .  淡茶色」.,(前色土含む） 7. 淡茶色士 （黄色：I: 含む）
2. 叫茶前色土 8. 淡茶褐色土
3. 淡茶褐土 （地11 1 ) 9. 淡狩褐包土
4. 暗茶焦色土 JO. 暗規茶色土
5. 淡茶色土 1 1 .  IYJ'!li茶色土
6. 賠茶馬色土 （焼土・黄色土含む） 12. 淡黒色土

ヽ 、- ..J...--

1 9.60 m 

8 9 2
 

A
 

2 m  

A
 

l
 

ー

`'
,

 
＇

 

ー ＇ 

ー

A

,＇’
 
ー

\

9

 

,

I

 

＇
 

＼

ー
/

<

9
l

 
＇

 

A
 

‘

'‘
 

‘
 

A
 

ヽ

'
,

)' 

ヽY
 

ヽ＼
 

<
 

ヽ 、
ヽ

Y
 

＼
 

ヽ
X
 

ヽ
＼
 

ィヽヽY
 

ヽ
＼
 

y
 

＼
 

ヽ
<
 

ヽヽ<
 

＼
 

ヽY
 

＼
 

(J) 

\
[

＼

＠

o

 

べ 、

口
〗

ロー
1ー
1
I
I
I
`

1
9 .
6
0
m
 

S1 080 

\ \ 

SI 070 · 080遺構実測図 ( I /40)

- 19 -

Fig. 1 5  



SI 1 00 · 1 05 

一
-

i
 

上碍
／9
9',ー[）

'
 

ー

昌 - I 『 1 9. 50m  

A 

20. 1 0 m  
B 

Fig.16 SI J OO ・ 105遺構実測 図 (1/40)

2 m  

S I I  0 0  (Fig 16 · J 7pla. 7 · 8 ) 
調 査 区の南東に位置し 、 S i l 05に

切 られて いる。南北壁長約2.65 m 、
東西壁長約 3 . 3 m 、 壁高約28 cm を 測
り 、 隅 円長方形の平面 プ ラ ン を呈す
る。 床面は北が低 く 、 後世の ピ ッ ト
で 貼 床を 一部しか検出して い な い。
住居西寄りに主柱穴と考 え られる ピ
ッ ト を検出した。 カ マ ドは東壁に付
設 さ れて いたと考 え られ 、 現代溝に
切 られており詳細は不 明である。南
壁にSIO J Oで検出した も のと 同 様の
住居内土城を検出した。土城周 辺は
赤褐 色に焼けており、 内部から土師
器甕片 、 高杯を出土した。住居覆土
中から須恵器杯片 、 土 師 器 甕 、 坪 、
高坪 、 甑 、 鉢片を出土している。
S i l  05  (Fig .16pla. 7 ) 

S I I OOを切 っ て おり 、 住居南側は
調 査 区 外に 延 びる。検出南北長約
2. 15 m 、 東西長約 1 . 8 m 、 壁高は約
20cmを測る。 床面は北側が低 い。住
居西端に現代溝 に 切 られているが突
出型の カ マ ドがあ っ たと考 え られ 、
焼土や灰を確認して いる。遺物は覆
土中から土師器甕 、 坪片を出土した
が小片のみである。
S I  I I O (Fig .18 ) 

調査区中央北部分で検出した住居
で 、 北側が調査区外に延 びる。検出
南北長約1.4m 、 壁高は約12cmである。
カ マ ド 、 貼床 面は検 出 さ れなかっ た。
遺物は土師器甕 、 杯 、 皿が出土。

゜

S I 1 5 0  (Fig .19 ) 
調査区西北で検出した住居で東側を撹乱 に 切 られる。南北壁長約2.05 m 、 東西壁長約2.4 m 、 壁高は約

10cmを測る。長方形の平面 プ ラ ン を呈し 、 検出した住居の中で 一 番小型である。主柱穴は確認 さ れなか
っ た。貼床下層 面から北東隅と西部分 に 掘 り 込み約30cmと約14cmの土城を検出した。 カ マ ドは北壁の東
寄り に 付設 さ れ 、 突出型である。遺物は覆土中から甕 、 坪片が出土して いる。
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9. 茶黒色土

10. 茶馬色土
（少羹の焼土含む）

1 1 .  淡馬茶色土
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Si l 5 5 (Fig .20) 
遺構の大半を現代溝に切られ西部分のみ 検出してい

る。 検出南北長約1.95m、 東西長約1.05m、 壁高約7cm
を測る。 カ マ ドと 考 え られる遺構を西壁で検出した。
遺物は覆土中から須恵器蓋、 杯片、 土師器甕、 杯片を
出土した。 須恵器杯はSl l 75出土の杯片と接合する。
S i l 6 5  (Fig .21 ) 

調査区西北で検出した住居で、 SI170と隣接する。 北
側を現代溝に、 東壁部分はカ ットされ残っていない。
検出南北長約3.65m、 東西長約3.3m、 壁高は約10cmを
測る。 平面プラ ン は 隅 円長方形を呈していたと考 え ら
れる。 南西壁隅 で掘り込み深 さ約46cmの屋内土城を検
出した。 西壁沿いと北壁沿い に 、 突出型のカ マ ドと考
え られる遺構を検出した。 出土遺物は、 須恵器藍、 土
師器甕、 皿、 未成品の石製紡錘車、 西カ マ ドから須恵
器甕小片、 土師器甕小片、 北カ マ ドから、 土師器甕小
片、 屋内土城から土師器甕、 杯片を出土した。
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(Fig .22pla. 9 )  

調査 区南西に位置し、 中央部分を現代溝に切られる。南北壁長約3.4m 、 東西壁長約3.5 m 、 壁高は約

20cmを測り、 略正方形の プ ラ ン を呈する。床面は平坦で主柱痕は確認されなかった。貼床下層から掘り

込み深さ約19cmの屋内土城を検出した。カマ ドは現代溝に大 き く 切られ殆 ど残存していないが、 西壁北

寄りに突出型の も のがあったと考 え られる。 ま た、 南 • 西壁際に小壁溝を検出した。遺物は覆土中から

須恵器蓋、 杯片、 土師器甕片、 坪片、 屋内土城から土師器甕片を出土している。

S I  1 7 0  

(Fig .23pla.9 ) 

鯛査区中央北で検出した住居で、 西側上面を後世の掘削で失 われている。南北壁長約3.45 m 、 残存東

西長約2.65m 、 壁高は約13cmを測る。南北に長い隅円長方形のプ ラ ン を呈している。

床面は平坦で、 主柱痕は確認されなかった。住居北側の貼床下層から掘り込み深さ約20cmの屋内土城を

検出した。カ マ ドは北壁中央に付設され、 突出型である。火床面は床面 よ り低 く 掘り窪 められている。

追物は覆土中から須恵器杯小片、 土師器甕小片、 カマ ドから土師器甕、 坪、 皿片が出土している。
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掘立柱建物
S B 0 60 (Fig .24) 

調査区東北 に位置し、 過半は調査区外 に 延 びる。 南北l間 (1.85m) 、 東西2間 (4.0m) 以上の建物で
ある。 土層観察からa·b については柱は抜き取られていたと考 えられる。 建物の規模は調査区外に延
びている為、 不明である。 柱掘り方は概ね円形で直径は約35cm -40cmである。 深 さは約15cm -45cmであ
る。 建物の主軸の振れは N - 75 °- Wである。 遺物はピットa から土師器椀片を出土したが図化するに
は至らない小片であった。

落とし穴状遺構
SX0 50 (Fig .25pla.6) 

調査区東に位置し、 西側を現代溝に切られる。 略楕円形を呈するプランと考えられ、 南北長約0.95m 、
残存東西約0.9 m 、 深 さ55cmを測る。 底部には直径約5cm - !Ocm、 深 さ約l l cm -20cmのピットを11個検出
した。

土 城
SK078  (Fig .26) 

調査区中央北で検出した。 検出南北長約0.6m、 東西長約1.25m を測る。 遺構は調査区外に延びる。 遺
物は砥石を出土した。
SK 160 (Fig .27) 

SI155の南で検出し、 南北長約0.95 m 、 東西長約0.65 m 、 深 さ約9cmを測る。 遺物は土師器甕、 甑片が
出土した。
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3. 遺物

土 器

竪穴住居 出土遺物

S IOO 1 (Fig. 28Pla.10) 

土師器

杯 ( I) 底 部外面から体部 を手持 ち ヘ ラ 削り、 口縁部から内面は ヨ コ ナ デ さ れる。 底部内面は不 定方

向にナ デが入る。 口 縁部 を若 干外反 さ せる。

甕 (2) 胴 部外面は粗い刷 毛 目 、 内面を横方向に粗 く ヘ ラ 削り さ れる。
SIOO I カ マ ド (Fig. 28Pla. IO) 

土師器

甕 (3) 胴 部外面を刷 毛 目 、 口 縁部 を ヨ コ ナ デ、 胴部 内面をヘ ラ 削りによって調整 さ れる。
SI005 (Fig.28Pla.lO) 

土師器

甕 ( I · 2) Iは胴部外面 を粗い刷 毛 目 、 内面をヘ ラ 削り さ れる。 2の調整は磨耗が著 し く 不明である。

S IO 1 0 (Fig.28 · 29Pla. lO · I  1) 

須恵器

蓋 ( I · 2) Iは扁平化 した宝珠形のつ まみが付 く 。 調整は天井部は回転ヘ ラ 削り、 口 縁部分 を ヨ コ ナ

デ、 内面を不 定方向のナ デを施す。 口 縁部 は 断面三 角 形 を呈す。 還元不 良で内面以外は赤褐色で軟質で

ある。 2は口縁部片で、 天井部を回転ヘ ラ 削り、 口 縁部 を ヨ コ ナ デで仕上 げる。

土師器

杯 (3 · 6) 3は内面を工具によるナ デを施す。 外面は磨耗が激し く 不明である。 6は外面を手持 ち ヘ ラ

削り後、 丁寧 な ナ デを施し、 口 縁部外面から体部内面にかけて ヨ コ ナ デ、 底部内面は コ テあてによる調

整 を行 う 。

皿 (4 · 5) 4は体部内面から 口 縁部にかけて ヨ コ ナ デ、 外面は磨耗のため不明であるが、 赤色顔料が

塗布 さ れる。 5は体部外面から底部外面にかけて手持 ち ヘ ラ 削り後ナ デを行い、 内面は ヨ コ ナ デで 口 縁

部 を若干外反 さ せる。

甕 (7 -12) 7は胴 部外面に刷 毛 目 が残る。 8は胴部外面に刷 毛 目 、 内面に削りを施す。 9は外面に刷 毛

目 が残る。 10は外面を刷 毛 目 、 内面を削り調整する。 11は胴 部に把手が付 く タ イ プで、 調整は外面を刷

毛 目 、 内面は口 縁部に向かってヘ ラ 削り さ れる。 12は外面を刷 毛 目 、 内面に削りを施す。

SI010住居 内 土 城 (Fig.29Pla. I 1) 

土師器

杯 ( I3) i炎黄 褐 色 を呈 し、 口 縁部に向かって若干 内 湾する。 調整は磨滅が激 し く 不明である。

甕 ( I4) 胴 部が張る タ イ プで、 調整は胴部外面に刷 毛 目 、 内面は口縁に向かってヘ ラ 削り さ れる。 内

面にば煤が付着する。

S IO I 5 (Fig.29) 

土師器

坪 ( I) 口 縁部、 体部 を ヨ コ ナ デ、 底部外面を手持 ち ヘ ラ 削り さ れる。

甕 (2) 口 縁部片で一 部 胴部が残 り 、 内面にヘ ラ 削りが施さ れる。 外面には厚 く 煤が付着する。
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S IO 2 0 (Fig.29Pla .11) 
土師器
甕 (1) 外面は刷毛目、 内面は口縁 に 向かってヘラ削りされる。 胴部外面に煤が付着する。
SI O 3 5 (Fig.30Pla. l 1) 
須恵器
蓋 (1 ) 内面は ヨ コ ナ デ、 外面は磨耗のため不明である。 口縁は断面三角形である。
坪 (2) 無高台の杯で口縁、 体部内外面は ヨ コ ナ デ、 底部外面は回転ヘラ切り、 内面に はナ デが施 さ
れ、 口縁内面に重ね焼き時の粘土片が付着する。
土師器、
杯 (3 - 9) 3は体部外面を手持 ち ヘ ラ削りし、 内面は ヨ コ ナ デしている。 体部は内湾し口縁部を若干
外反 させる。 4は体部内面を工具 による調整痕が残る。 5は内外面を ヨ コ ナ デし、 外面に は赤色顔料が
塗布 される。 6は体部外面に磨き痕が残る。 7は口縁、 体部内面を ヨ コ ナ デ、 体部外面をヘラ削りし、 ロ
縁部が外反する。 外面に は赤色顔料が塗布 される。 8の調整は磨耗が激し く 不明である。 9は体部外面か
ら底部にかけて手持 ち ヘラ削り、 底部内面はエ具 による調整痕が残る。
甕 (10 - 15) 10は胴部下半、 底部との境に指頭痕が残る。 調整は底部外面を ヨ コ ナ デする。 11は外面
を刷毛 目 、 内面を口縁 に 向かってヘラ削りを施す。 1 2は胴部外面を刷毛目、 内面を口縁 に 向かって斜め
に ヘラ削り される。 13 · 14は胴部外面を刷毛目調整。 胴部は張りがな く 、 13は外面に煤が付着する。 15
は底部片で、 底部外面まで刷毛目が残り、 煤が多量 に付着する。
籠 ( 16) 庇が残存していないが移動式寵と考 えられる。 体部外面から裾部にかけて刷毛目、 裾の口縁
付近は刷毛目後 ヨ コ ナ デ される。 内面に煤が付着する。
土錘 (17) 長 さ4.7cm、 最大径1.4cmを測り、 両端は破損している。 中央に直径約3mmの穿孔がある。
SI0 3 5屋内土 城 (Fig.30Pla.l l )  
土師器
甕 (18) 胴部外面は刷毛目、 口縁部内面から胴部の残存している部分まで ヨ コ ナ デ される。 外面は焼
成不良で軟質であり、 内面は黒 く 焼き締まる。
SI0 40  (Fig.31Pla.12) 
須恵器
杯 ( 1 ) 高台が外方へ踏 ん 張る形状を呈し、 体部から口縁 にかけてやや外反する。 体部調整は ヨ コ ナ
デ され、 底部内面に ナ デを施す。
土師器
皿 (2) 底部が手持 ち ヘラ削り され、 口縁は ヨ コ ナ デである。 口縁部を外反 させ外面に黒班が残る。
杯 (3 · 4) 3は内外面を ヨ コ ナ デ調整、 4は体部外面をヘラ削りし、 口縁部分を外反 させる。
甕 (5 - 7) 5は胴部外面を刷毛目、 内面を横方向 に ヘラ削り される。 胴部が張る タ イ プと考 えられる。
6は口縁部を殆ど屈 曲 させず成形している。 外面は刷毛目、 内面は横方向 になでられる。 7は外面を刷毛
目、 内面を口縁 に 向かってヘラ削り される。 口縁部外面から胴部にかけて黒班が残る。
寵 (8) 裾部内外面を ヨ コ ナ デ、 体部内面に ナ デが入る。 移動式寵と考 えられる。
縄文土器 (9 · 10) 早期の押型文土器で、 外面に は粒の小 さい楕円文が横方向 に並ぶ。 内面の調整は
横方向のナ デ。
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S I 0 4 5  (Fig.3 1 Pla. J 2 )  

土師器

坪 ( I ) 体部外面 中 程 か ら 底 部 に か け て 手持 ち ヘ ラ 削 り 、 内 面 は ヨ コ ナ デ 、 底 部 内 面 は ナ デ で あ る。

焼 成 良 好 で 硬 く 焼 き 締 ま る。 底部外面 に 黒 班 が残る。

甕 ( 2 - 6) 2 は 胴 部外面 を 刷 毛 目 、 内 面 は 口 縁 に 向 か っ て ヘ ラ 削 り 後 、 口 縁部分 を ヨ コ ナ デ調整する。

3 は 口 縁 を 大 き く 外反 さ せ 内 面 は 横方 向 に 削 ら れる。 4 は外面 に 黒班が残る が調 整 は 磨 耗のた め 不 明 で あ

る。 内 面 は 斜 め 方 向 に 削 ら れる。 5 は 胴 部 が張る タ イ プで 、 外面 は 刷 毛 目 で頸部 に 横 方 向の口縁部調整

の ナ デ痕 が残る。 6 は 口 縁部 が大 き く 外反 し 、 外面 を 刷 毛 目 、 内 面 を 口 縁 方 向 に 削る。 胴 部 が張る タ イ

プ。

寵 ( 7 ) 裾部のみ 残存 し 、 移動式寵 と 考 え ら れる。 外面 は 細 い 刷 毛 目 後 、 口縁部調整の ヨ コ ナ デ、 内

面 は 強 く 横方 向 に ナ デが入る。

S I 0 4 5西 カ マ ド (Fig.3 1 Pla. 1 2 ) 

甕 (8 ) カ マ ド 支 脚 に 用 い ら れ た 小型甕 で 、 復元 口 径 1 5 . 8 cm を 測る。 外面 は 剥 離 が激 し い が刷 毛 目 が

若 干残 り 、 内 面 は 斜 め に 削 ら れる。

S I 0 4 5北 カ マ ド (Fig.3 1 Pla. 1 2) 

須恵器

坪 (9 · J O) 9 は 高 台 が外方 向 に 踏 ん 張る形で付 け ら れ 、 体部か ら 口 縁部 に か け て は 外方向 に 直線 的 に

立 ち 上 がる。 内 外面の調 整 は ヨ コ ナ デで あ る。 1 0 は 断面台形状の高 台が底部端 に 貼 り 付 け ら れ 、 接地面

は 外側 だ け で ある。

S I 0 7 0  (Fig.32Pla. 1 2 ) 

須恵器

坪 ( 1 ) 2mm - 3mm の 白 色小砂粒 を 含 む 粗 い 胎土で、 体部が直線的 に 開 き 、 口縁部で若干外反する。

土 製 品

土錘 (2) 長 さ 6.6cm 、 最大径 1 .5cm で 直径約4mmの穿孔がある。

S I 0 8 0  (Fig .32Pla. 1 2) 

須恵器

藍 ( 1 ) 口 縁部細 片 で 、 内 外面 と も ヨ コ ナ デ さ れ 、 焼成 良好で硬質 で あ る。

杯 (2) 無 高 台 の 坪 で 、 体部 は ヨ コ ナ デ、 底 部 内 面 部分 は ナ デ、 底部外面 は 回 転ヘ ラ 切 り さ れる。

土 師 器

甕 (3 - 5 ) 3 は 胎土 が粗 く 、 内 面 は 横 方 向 に 削 ら れる。 4 は 口 縁部片 で 角 閃 石 を 多 く 含 む。 5 は 外面刷

毛 目 、 内 面 を 口 縁部 に 向 か っ て 削る。

S i l  0 0  (Fig .32Pla. 1 2 · 1 3 ) 

須恵器

坪 ( I · 2 ) 1 は 高 台部 分が剥 離 し て お り 、 体部 は や や 内 湾する。 還元焼成が不 良で淡赤褐色 を 呈する。

2 は 細 片 で 内 面 は ヨ コ ナ デ、 外面 は 磨耗のた め 不 明 で ある。

土 師 器

皿 (3 · 4) 3 · 4 は 内 面 か ら 口 縁部外面 に か け て ヨ コ ナ デ、 外面底 部 は 手持 ち ヘ ラ 削 り さ れる。 4 は 外

面 に赤色顔 料が塗布 さ れる。
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坪 (5) 体部内面から 口縁外面 に かけて ヨ コ ナ デ、 体部外面から底 部 に かけて手持 ち ヘ ラ 削りされる。
高杯 (6-8) 6 は 杯部 内 面は ナ デ、 脚部外面は縦方 向のヘ ラ 削りで、 体部外面から脚部 に赤色顔料が
塗布される。7 は 脚部小片で 、 外面 は 磨きが入り赤色顔料を塗布される。内面 は横方 向 に ヘ ラ 削りされ
る。8 は カ マ ド内資料と接合 し たが 、 カ マ ド 内での遺物の取り上 げが不 明確であ っ た為 、 こ こ で報告す
る。
甕 (9-13) 9は小甕で 、 外面刷 毛 目 、 内面 は横方 向 に 削る。 口縁部分から一部黒班が見られる。10 は
小片で、 外面刷 毛 目 、 内面 は縦方 向 に 削る。外面 に 煤が付着する。11は 胴部が大き く 張る甕で 、 胴部外
面 は 刷 毛 目 、 内 面 は横方 向 になでる。12 は 胴部外面を刷 毛 目 、 内 面を 口縁 に 向かって削る。 口縁部分 は
ヨ コ ナ デ、 張りのない 胴部から 口縁部が緩 く 外反する。13は 口縁部片で調整は ヨ コ ナ デである。
鉢 (14) 体部外面 は 刷 毛 目 で 、 片 口 部分 に 黒班が見られ、 内面は横方 向 に 削る。 口縁部分は ヨ コ ナ デ
される。
甑 (15 · 16) 15 · 16 は 体部外面 は 刷 毛 目 、 内面は裾部 に 向かっ て削 られ、 裾端部 は ヨ コ ナ デされる。
1 6 は 外面 に 黒班が見られる。
S I i 00 カ マ ド (Fig.32)
土 師器
杯 (17) 小片で内外面と も に磨滅のため 不 明。
甕 ( 1 8 ) 口縁部 片 で 、 内 外 面 と も に ヨ コ ナ デされ 、 口縁部は大き く 外 反 する も のと 考 え られる。
S I I OO住 居 内土 城 (Fig.32Pla. l 3) 
土 師器
嵩坪 ( 1 9) 坪部外面 に 細かい磨きが入り 、 口縁部分 に 黒班が見られる。脚部は縦方 向 に 削 られる。坪
部、 脚部外面 に赤色顔 料が塗布される。
甕 (20) 口縁部と胴部の境 に 調整時の も のと見られるエ具に よ る沈線が入り、 胴部外面 は 刷 毛 目 、 内
面 は 口縁部 に 向かっ て削 られ る 。
S I  I I O  (Fig.33Pla. I 3) 
土師器
皿 ( I · 2) I は 小片で 口縁端部を外 につまみ 出 す。調整は磨耗のた め 不 明である。2は体部内面から 口
縁部外面 に かけて ヨ コ ナ デ、 底部外面を手持 ち ヘ ラ 削りされる。
高杯 ( 3) 脚部小 片で、 脚部内面を ナ デ、 端部を ヨ コ ナ デ調整する。
甕 (4) 胴部 に 張りがな く 口縁部の外 反 も 小さい。胴部外面 は 刷 毛 目 、 内 面は削り後、 ナ デが入る。
S I i  55 (Fig.33Pla.13) 
須恵器

杯 ( ! ) SI170出土片と接合する。高台が体部と底部の境 に 付き、 体部 は や や 内 湾 しながら口縁部が直
線的 に 開 く 。体部内外面 は ヨ コ ナ デ、 底部 内 面はナ デ、 底部外面は高台接合後 、 ナ デが入 る 。i炎 灰 茶 色
で焼成良好。
土 師器
杯 (2) 小片で、 調整は磨 滅のた め 不 明である。
甕 (3) 口縁部 が緩 く 外 反 し 、 胴 部外面は刷 毛 目 、 内 面 は 横方向 に ナ デが入 る 。
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S 1 1 6 5 (Fig.34) 

須恵器

蓋 ( I · 2) I は天 井部分に 回 転 ヘ ラ 削りを

施し、 体部内外面は ヨ コ ナ デ、 端部断面は丸

みを帯 びた三 角 形である。 内外面と も 淡青灰

色で焼成 良好。 2は小片で天 井部は 回 転 ヘ ラ

切りのままで、 体部内外面は ヨ コ ナ デ、 口 縁

端部は断面三 角 形である。 や や 還元 不 良で淡

灰 白色を呈する。

S I  1 6 5屋内土 城 (Fig.34)

土師器

1 0cm 皿 (3) 小片で体部が 直 線 的 に ひ ら く 。 調

整は磨耗が著し く 不 明 である。
\"" � ここ. 0 

Fig33 SI 1 1 0 · 1 55出土遺物 (1/3)

S I  I 7 0 (Fig.34) 

須恵器

蓋 ( I ) 小片で 口縁端部は丸みを帯 びる。 重 ね焼 き に よ る付着物が体部内面に見られる。

土師器

甕 (2) 胴部外面は刷毛 目 、 内面は 口 縁に向かって斜めに削られる。胎土に角 閃 石を多量に含 む。

S I  1 7 0カ マ ド (Fig.34)

土師器

甕 (3) 口 縁部分の屈 曲 が 強 く 、 胴部は薄 く 仕 上 げられる。 胴部外面は刷 毛 目 、 内面は横方向に削ら

れた後、 口 縁に向かって縦方向に も 削 られる。

SI 1 65 

こ -----=-ーニ�―� 1 � 可二二漕--- 2

SI 1 70 

こーニb:-� 1
SI 1 70 カ マ ド

S l 1 80 

カ
ロ

SI 1 65屋内土填

：エニニ久

゜ 1 0cm 

S I  1 70屋内土墳

Fig.34 SI  1 65 · 屋内土城・ 1 70 · 1 80カマド出土遺物 (1/3)
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S I i  7 0屋 内 土 城 (Fig .34Pla. J 3 ) 

土 師 器

甕 ( 4) 口 縁 部 が大 き く 屈 曲 し 、 胴 部 が張 る 。 外面 を 刷 毛 目 、 内 面 を 横 方 向 に 削 り 後 、 ナ デが入 る 。

内 外面 と も 煤が付着。

S I i  8 0 カ マ ド (Fig .34Pla. l 3 ) 

土 師 器

杯 ( I ) 底 部 は ヘ ラ 削 り さ れ 体部 は 直線 的 に ひ ら く 。 体部内外面 は ヨ コ ナ デ、 口 縁外面 に黒班が残 る 。

土 城 出 土 遺 物

S K  1 6 0 (Fig .35Pla. 1 3 ) 

土 師 器

杯 ( 1 · 2 ) 1 · 2 と も 底部外面 回 転 ヘ ラ 削 り を 施す。 1 は 体部がや や 内 湾し、 口 縁部分で若干外反 す る 。

2 は 直線 的 に ひ ら き 、 口 縁部分 に 黒班が見 ら れ る 。

甑 (3 ) 小 片 で外面 を 口 縁付近 ま で ヘ ラ 削 り す る 。 内 面 は横方向 に ナ デ を 施し、 一 部黒班が見 ら れ る 。

口 縁端部 は 面取 り を し て い る た め 、 粘土が内面 に 向 か っ て 移動している。

その他の遺構 出 土遺物

S X O  1 3  (Fig .35 ) 

須恵器

大甕 ( l ) 胴 部 片 で 、 外面 を 格子叩 き 、 内 面 は 平行 と 同 心 円のあ て 具痕が残 る 。

S X O  1 7  (Fig .35Pla. 1 3 ) 

土 師 器

皿 ( ! ) 底部 は 回 転 ヘ ラ 切 り 、 体部外面 か ら 内 面 に か け て ヨ コ ナ デ調整。

S X 0 2 4  (Fig .35 ) 

土 師 器

杯 ( I ) 底 部 か ら 体部の一 部 ま で ヘ ラ 削 り さ れ る。 体部 は 直線的 に ひ ら き 、 口 縁端部 を 丸 く 成形す る 。

S X 0 2 7 (Fig .35 ) 

土 師 器

甕 ( I ) 胴 部 が張 り 、 外面 は 細 かい刷毛 目 、 内 面 は横方向 に ナ デが入 る 。 胎土 に 角 閃 石 を 多 く 含 む。

S X 0 5 3  (Fig .35Pla. 1 4) 

土 師 器

杯 ( I ) 裔 台 が削 り 出 さ れ る 坪 で 、 体部外面 中 程 ま で 削 り が入 る 。 体部 は 直線的 に 立 ち 上 が る 。 胎土

は 細 か く よ く 精選 さ れ てい る 。 焼成 は 良好 で 、 外面 は 淡橙褐 色 、 内 面 は 淡黄褐 色 で あ る。

S X 0 5 8  (Fig .35 ) 

土 師器

大坪 ( I ) 長い高 台 が付 く 坪 で 内 面 に 調 整時の コ テ あ て 痕 が残 る。 体部外面 は ヨ コ ナ デ調 整。

S X O  8 I (Fig .35Pla. I 4) 

土 師器

皿 ( I ) 底 部外面 を 手持 ち ヘ ラ 削 り 、 口 縁部外面 か ら 体部 内 面 に か け て ヨ コ ナ デ 、 底 部 内 面 を 不定方

向のナ デが入 る 。 口 縁端部外 に つ ま み 出 さ れ る 。
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SK 1 60 · そ の 他 の 遺構出 土遺物 ( 1/3)
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SX082 (Fig.35) 

土師器

坪 (I ) 口 縁部を外方に折り 曲 げ、 面取りをし ている。 体部内面は斜 め に ナ デ、 口 縁部外面は ヨ コ ナ

デされる。

SX I 02 (Fig.35) 

土師器

皿 ( l ) 口 縁部小片で、 内外面と も ヨ コ ナ デ、 一部黒班が付 く 。

S X I O 3 (Fig.35) 

土師器

甕 ( I ) 外面は刷 毛 目 、 内面は 斜 め に 削 られる。 胎土に 角 閃 石を多 く 含 む。 外面に煤が付着する。

S X I I 6 (Fig.35) 

須恵器

藍 ( I ) 天 井部は 回 転 ヘ ラ削りされ、 体部外面から体部内面にかけ て ヨ コ ナ デされ、 口 縁端部は断面

三 角 形を呈する。焼成 良好で淡灰 白 色を呈する。

S X I 17 (Fig.35 ) 

土師器

甕 (I ) 小片で、 体部外面を刷 毛 目 、 内面を斜めに削り上 げる。体部外面に煤が付着する。

SX 1 5 3  (Fig.35) 

須恵器

杯 (I ) 無高台の坪で、 還元焼成 不 良で内外面と も 調 整が不 明。体部が直線的に立 ち 上がる タ イ プの

も のであ ろ う 。

SX l 5 4 (Fig.35 ) 

須恵器

杯 (I ) 断面台形の高台が底部のや や 内 よ りに付 き 、 体部が真っ直 ぐ 立 ち 上がり、 口 縁部分で や や 外

反する。 口 縁端部は丸みを帯 びる。焼成 良好で淡青灰色を呈する。

SX 1 5 9 (Fig.35) 

土師器

坪 ( I ) 底部から体部の境にかけ て 回 転 ヘ ラ削りを施し、 体部外面から内面にかけ て ヨ コ ナ デ調 整。

体部 中 程から 口 縁にかけ て 外 反し、 口 縁は丸みを帯 び、 外面に黒班が見られる。

S X 161 (Fig.35) 

土師器

甕 (I ) 内面を 口 縁に向かっ て 削り上 げ、 口 縁部 中 程は横方向に ナ デが入る。外面の調 整は不 明 であ

るが、 煤が付着 する。

SX l 62 (Fig.35) 

土師器

鉢 (I ) 体部から 口 縁部に 向かっ て 内湾 し 、 口縁端部は丸 く 成形される。内外面と も ヨ コ ナ デ調 整。
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S X I 8 2 (Fig .35Pla. l 4) 

須恵器

蓋 ( I ) 天井部 は ヘ ラ 切 り 後 、 擬宝珠状のつ ま み を 付 け 、 ナ デが入る 。 口 縁端部 は 丸 み を 帯 びた 断面

三 角 形 で 、 外面 に 重 ね焼 き 時の粘土 片 が付着 する。 焼成良好で 淡青灰色 を 呈する 。

杯 (2 ) 断 面 台 形の高 台 が底 部 内 よ り に 付 け ら れる 。 体部 は ひ ら き 気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁部分 で 若

干 外 反 す る 。 焼成 良好で 内 外面 と も 淡灰 白 色 を 呈する。

茶褐土 ・ 撹乱 （ 葡 萄 棚 溝 ） ・ ト レ ン チ 出 土遣物 は 観察表 を 参照 さ れ た い 。

茶褐土 出 土遺物 は 、 遺構検 出の為 に 除去 し た 包含層 か ら 出 土 し た 遺 物 で ある 。

撹乱 出 土 遺物 は 、 調査 区 内 を 縦横 に 切 る 葡 萄棚の溝 か ら 出 土 し た 遺 物 で ある 。

石器

S I O  3 0 (Fig .39)  

砥 石 ( I ) 長 さ 5 .2cm 、 幅3 .8cm 、 厚 さ 1 .2cm 。 石 材 は 泥 岩 で 直径約6mmの穿孔がある 。 破損部 に も 同 じ 様

な穿孔 が あ る 。 4面使用 さ れる。

SK07 8 (Fig.39 )  

砥 石 (2 ) 長 さ 4.0cm 、 幅4.7cm 、 厚 さ 3 .0cm 。 石材 は 砂岩 。

S I 1 6 5 (Fig .39)  

紡錘車 ( 3 ) 縦4.4cm 、 横5 . 1 cm 厚 さ 0.7cm 。 穿孔が未完結な紡錘 車 で 、 石 材 は 変 岩 で あ る 。

撹 乱 (Fig .39)

砥 石 (4) 長 さ 7. 1 cm 、 幅5 .4cm 、 厚 さ 2.2cm 。 石材 は 泥岩。 折損 し て いる がその面 も 使用 し て いる 。

ト レ ン チ (Fig .39)

叩 き 石 ( 5 ) 長 さ 1 1 . 8cm 、 幅5 .2cm 、 厚 さ 2.7cm 。 石材 は 変岩 で 、 丸 み を 帯 びた 部 分 に 敲打痕 が残る 。

表 土 (Fig .39)

石 鏃 (6) 長 さ 2.6cm 、 幅 1 .9cm 、 厚 さ 0.5cm 。 黒 曜 石の剥 片 鏃。

金 属 製 品

S I 0 4 5  (Fig .40) 

釘 ( I ) 鉄製釘 。 先 端部 を 欠損 し て いる 。 残存長4.4cm 。 断面 は 四 角 形。

S I 0 7 0  (Fig .40) 

釘 ( I ) 鉄製釘。 先 端部 を 欠損 し て いる 。 残存長5 . 1 cm 。

刀 子 (2 ) 残存長6.0cm 。 両端 を 欠損 し て いる 。

器種不 明 (3 ) 鉄 製 で 断面 は 輪状 に な り 、 完形品 で あ る 。

S I I 0 5  (Fig .40) 

刀 子 ( I ) 残存 長6.2cm 、 両端 を 欠損する。 刃の幅約 1 .5cm 。
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Tab . 2  遺物観 察 表 ( 1 ) 【 単位 はcm、 ' は復原値、 ＋ は 欠損】

遺 構 Fig 番号 名称 器種 R番 号 口径 器高 底径 残存 備 考

SI00 1 28 l 土師器 杯 002 1 4.0' 47 7.1  口縁1/4 欠 手持 ち ヘ フ
,, 28 2 ，' 甕 001  1 5  3'  9 3 +  口縁1/8

SIOO l カ マ ド 28 3 ，； ,., 001  1 7  6' 4 .9+ 口縁1 / 6

SI005 28 1 土師器 甕 001 1 o+ 口緑片
,, 28 2 ,, ,,. 002 1 5.6' 5 .8+ 口縁1/4

SIO I 0 28 I 須恵器 蓋 0 1 1  1 6.5・ 2.6 口緑1/2欠
,, 28 2 ,, ,, 0 1 2  2.0+ 口緑片
，' 28 3 土師器 杯 003 11 o· 4 l + 口 縁 1 / 6 内 面 工具 に よ る ナ デ
，' 28 4 ,, 皿 OOn 1 8  O' 2 8+ 口縁 1 /3 外 面丹塗 り
,, 28 5 ,, ,, 00?. ?. 0.4'  2 .8 1 4  6 n緑1 /4 外面ヘ ラ け ず h
,, 28 6 ,, 杯 001 1 3 .0' 5.2 1 / 2 欠 手持ち ヘ ラ
，' 28 7 ,, 甕 009 3 4 + 底部片
，' 28 8 ’’ ，' 008 1 7.6' 1 0.6+ n綬1 /4
,, 28 ， ，' ，， 0 1 0  1 7.3' 9.3+ 口縁1/3
,, 28 1 0  ,, ,, 007 7.1 + 口綬片
,, 29 1 1  ,, ,, 004 30.6'  16 5+  口 椋 1 / ,1 把手付甕
,, 29 12 "' ，' 005 9.2+ 口緑片

S10 1 0 住 居内 土 城 2 9  1 3  ‘’ 杯 002 4.4+ 口緑片
，' 29 1 4  ,, 甕 001 20.8' 1 4.3 + 口椋 1 /2

Sl0 1 5  2 9  1 土師器 杯 001 2 .6+ 口緑片
,, 29 2 ,,. 甕 002 4.3+ 口綬片

Sl020 29 1 土師器 甕 001 27.4' 1 6  5 +  口緑 ・ 体部1/4

S103G 30 1 須恵 器 蓋 0 1 9  1 6.0' 1 9+ 口緑1/8
,, 30 2 須恵器 杯 004 1 3 .0" 40 1 0.0' 1 /2欠 口縁内面 、 底部外面 に 重 ね焼 き 付渚物
,, 30 3 士 師 器 ，' 007 1 1 .9・ 4.2+ 口緑1 /4
,, 30 4 ,, ,, 001 1 2.5' 4 .2 5 +  口緑1/3
，' 30 5 ,, ，， 008 1 5.6' 5 o+ 口縁1/5 外面 に丹塗 り
,, 30 6 ，， ，， 002 1 7.6" 5.8 1 口縁1/4
，' 30 7 ,, ,, 009 1 5.2' 6.0 + 口縁1/6 外 面 に丹塗 り
,, 30 8 ,, ,, 005 1 5.4 5.3 3 / 4 欠
，' 30 ， ,, ,, 006 1 6.3' 4.0 口縁3/4欠
,, 30 1 0  ,, 甕 0 1 3  3 .4+ 6 o+ 底部1 /2
,, 30 l l  ，， ,, 003 6.2+ 口縁片
,, 30 l 2  ，' ,, O l  l 24.6' 9.7+ 口緑1/4
,, 30 1 3  ,, "' 0 1 6  2 2  6" 口縁1/8
,, 30 1 -1 ケ ,, 0 1 0  2 2.4" 1 1  1 -+  口 縁 1 / 3
,, 30 l 5  ，' ,, 0 1 2  8 b + 底部の み
·ヽ 30 1 6  ,, カ マ ド ？ 0 1 4  l l  3 +  底部片
� 30 1 7  土 製品 土錘 0 1 5  4.6+ 1 / 4 欠

Sl03 b 屋 内 土 城 30 1 8  土 師 器 甕 001 口縁片

SI040 3 1  I 須患器 杯 001 1 2.5 4 .3  8.5 1 /2欠
,, 3 1  2 士 師 器 皿 006 1 6.6. 口縁1/4
’’ 3 1  3 ,,. ,, 007 1 5. 1 '  口縁1/6
,, 3 1  4 � ,, 008 口緑片
,, 3 1  5 ,,. 甕 004 口緑片
,, 3 1  6 ,,. ,, 005 口縁片
11 3 1  7 .. .. 002 1 9.8' 1 6. 2 +  口 縁 1 /4
11 3 1  8 ,, カ マ ド ？ 003 6.7+ 底部片
11 3 1  ， 縄 文 土器 鉢 0 1 0  服部片 早期 、 押型文 土 器
，' 3 1  1 0  ,, ,,. 009 胴部片 早期 、 押型文 土 器

S10 4 5  3 1  1 土 師 器 杯 003 14 4• 49 1 0.2 2/3欠
,, 3 1  2 ,, 甕 005 6.5+ 口緑 1 /8
，' 3 1  3 ,,. ，' 002 1 6  2 1 2.6+ 口緑1/4
,, 3 1  4 .. ,, 007 1 2.2+  口縁片
,, 3 1  5 11 ，， 001 2 1 .0' 6.5+ 口緑1/5
11 3 1  6 ,,. ,, 006 24.4' 9.3+ 口縁1/8
’’ 3 1  7 .. カ マ ド ？ 004 7.0 + 底部片
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Tab . 2  遺物観察表 ( 2 ) 【 単位 はcm 、 ° は 復原値 、 ＋ は 欠損】

遺 構 Fig. 番号 名称 器種 R番号 口径 器高 底径 残存 備 考

SI04 5 西カ マ ド 3 1  8 土師器 甕 0 0 1  1 5  8 7 6+ 2 / 3 欠
SI045�1'.. カ マ ド 3 1  ， 須恵器 杯 002 1 5  2· 4.6 9.7' 1 / 4 欠

，，， 3 1  10  ,,. ,,. 001  1 5+ 9.4' 底部1/8

SI070 3 2  1 須恵器 杯 002 4 2+ 口縁片
,, 3 2  2 土製品 土錘 001 6.6 完形

SI080 3 2  1 須恵器 蓋 005 1 . 1 5 +  口縁片
，' 3 2  2 ，， 杯 004 1 2  3 3.3 9.3 口 緑 1 / 2 欠
,, 3 2  3 土師器 甕 001 1 5.2'  5 8+ 口 縁 1 /3
,, 3 2  4 ，， ,,. 003 4.5+ 口緑片
，' 3 2  5 ,., ,,. 002 4.9+ 口縁片

SllOO 3 2  1 須恵器 杯 0 0 1  1 9.0' 4.5+ 体部 1 /8
,, 3 2  2 ，，， 杯 002 3.0+ 口縁片
,, 3 2  3 土師器 皿 004 1 6.4 ・ 2.5 1 4.5' 4/5欠
，' 3 2  4 ，， � 005 2.3+ 小片
,, 3 2  5 .,. 杯 003 1 1 .s· s.o· 2 / 3 欠
，' 3 2  6 ,, 高杯 007 体 • 脚部片
,, 3 2  7 ，， ,,. 008 2 . 1  + 1 2.0 裾部小片
11 3 2  8 .,. ，，， 009 2.0+ 6.4' 裾部1/2 カ マ ド 出 土 片 と 接合
.,. 3 2  ， ，， 甕 0 1 1  1 2.4' 5.2+ 口 縁 1 /4
，， 3 2  1 0  ... ,,. 0 1 2  1 4.0' 4.6+ 口縁小片
,, 3 2  1 1  ,, .. 0 1 0  1 1 .2·  6.2 + 口縁片
,, 3 2  1 2  ,,. ,., 0 1 4  2 5.0" 7.3+ 口縁片
,, 3 2  1 3  11 ，， 0 1 3  2 2 .0' 3.7+ 口縁小片
，， 3 2  1 4  ,, 鉢 006 5.2+ 口緑小片 片 口 鉢
,,. 3 2  1 5  ，， 甑 0 1 6  4.0+ 底部小片
11 3 2  1 6  .. ,,. 0 1 5  9.0+ 1 7.4' 底部片

Sl 1 00 カ マ ド 3 2  1 7  ，， 杯 0 0 1  1 4.6' 2 .3 + 口縁片
<- 3 2  1 8  ，， 甕 002 2.0 + 口縁小片

SllOO住居内土墟 32 19 .. 高杯 001 1 1  2 6.0+ 脚部欠 杯部外面 に ミ ガキ
� 3 2  2 0  ，，， 甕 002 1 5.0° 1 0.3+ 口縁片

SI 1 1 0  3 3  1 土師器 皿 002 1 7.0° 2 .2+  口縁片
� 3 3  2 ，， ,,. 0 0 1  1 5.6' 2 .2'  14 4' 口縁、 体部片
,,. 3 3  3 ，， 高杯 004 1 1 .4 裾部小片
,, 3 3  4 ，， 甕 003 7.5+ 口縁片

Sll 5 5  3 3  1 須恵器 杯 0 0 1  1 4.2 ° 4 7  1 0.2 ・ 1 / 2 欠 Sil 1 70 出土 片 と 接合
,,. 3 3  2 土師器 皿 002 1 2.0· 底部のみ
，， 3 3  3 ,, 甕 003 6.5+ 口縁片

SI 1 6 5  34 1 須恵器 蓋 001  1 6.6' 1 .7+ 3/4欠
,, 34 2 ,, .,. 002 1 6.0" 1 .0+ 小片

Sl l65屋内土凛 34 3 土師器 皿 001  1 .6+ 小片

Sl l 70 34 1 須恵器 蓋 002 1 1.6' 小片
，， 34 2 土 師器 甕 0 0 1  2 6.4" 5.4+ 口 縁片

Sll 70カ マ ド 34 3 ,, � 0 0 1  9.o+ 口縁、 体部片
Si l 70屋内土墟 34 4 ，， ，， 001  1 9.0' 9.7+ 口縁、 体部片
SI 1 80 カ マ ド 34 1 土師器 杯 001 1 3.6° 3.6' 9.2' 3/4欠

SK1 60 35 l 土師器 杯 0 0 1  1 3.6' 3.8' 8.6' 2/3欠
，，， 35 2 � � 002 1 3.4' 5 . 1  + 7.8' 底部欠
,,. 35 3 � 甑 ？ 003 底部小片

SX0 13  35 1 須恵器 大望 001 13 . 1  + 倅部片
SX0 1 7  35 1 土師器 皿 001  1 6.2'  2.0 1 2. 1 ·  1 / 2 欠
SX024 35 1 土師器 杯 001 1 3.2'  3 .6 6.9+ 底部欠
SX027 35 1 土 師 器 甕 001 7.2+ 口縁、 体部片
SX053  35 1 土師器 牙 001  1 5.2'  5 .5 8.4' 3/4欠
SX058 35 1 土師器 大杯 001 5.8+ 9.6" 底部片
SX081 35 1 土師器 皿 001  1 8.4' 3 .9 1 6.6. 小片
SX082 35 1 土 師器 杯 001 1 6+ 口縁小片
SX 102  35 1 土師器 皿 0 0 1  1 .6+ 口縁小片
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Tab . 2  遺物観察表 ( 3 ) 【単位 はcm 、 ' は復原値、 ＋ は欠損】

遺 構 Fig. 番号 名称 器種 R番号 口径 器高 底径 残存 備 考
SX1 03 35 1 土師器 甕 001 2 3.4' 7.0+ 口縁、 体部片
SX1 1 6  35 1 須恵器 蓋 001 1 5.0' 1 .4+ 小片
SX 1 17 35 l 土師器 甕 001 1 2.0' 6.4+ 口縁、 体部片
SX1 53 35 1 須恵器 杯 001 2.6+ 9.0' 底部片
SX 1 54 35 1 須恵器 杯 001 1 2.8' 4 .1  8.8' 4/5欠
SX159 35 1 土師器 牙 001 1 3.4・ 3.6 7.4' 5/6欠
SX 1 6 1 35 1 土師器 甕 001 2 6.0' s.o+ 口縁、 体部片
SX 1 62 35 1 土師器 鉢 ？ 001 4.0+ 口縁片
SX 1 82 35 1 須恵器 蓋 001 1 5.0 2.7 1/4欠
SX 1 82 35 2 -lo 杯 002 1 2.8' 3 . 1  8.6' 2/3欠
茶褐土 3 6  1 須恵器 杯 004 1 1 .3・ 3.8+ 7.7' 3/4欠

,, 36 2 ,,. -lo 001 2 .4+ 1 1.2 ・ 底部1/6
,,. 3 6  3 ,,. -lo 002 2.8+ 8.2' 底部1 /4
,, 36 4 � ,,. 003 2.6+ 1 0.8' 底部1/8
,, 36 5 ,,. ,, 7-001 2.4+ 9.0' 底部1/3
,, 36 6 ,, "' 5·004 9.4' 1 .2+ 底部1/8
,, 36 7 土師器 蓋 0 13 1 5.7' 1 . 1  + 口縁1/8
，，， 36 8 I; � 7-002 2 4+ 9.0' 口縁片
，，， 36 ， <- ，， 1 ·004 1 .6+ 口縁片
，， 36 1 0  ，， .. 0 1 2  1 .6+ 口縁片
-I' 3 6  1 1  ,,. 皿 4-005 1 8.0" 1 .8+ 1 4.2 ・ 口縁1/8
，，， 36 1 2  ，， � 0 1 4  1 .2+ 口縁～ 底部片
.,. 36 1 3  ,,. ,,. 0 1 5  1 .8+ 口縁、 体部片
,,. 36 1 4  "' 杯 2 ·005 2.3+ 口縁片
,, 36 1 5  ，， ,,. 0 1 6  1 4.9' 2 . 1  + 口縁1/8
,, 36 1 6  .. ,, 4 ·004 2 .3+ 口縁片
,, 36 1 7  ,, ,, 3 -002 3.5+ 口縁片
,, 36 18 ，' ,, 2 ·006 口縁片
,, 36 19 ,, ,, 1 -002 1 6.0' 3 .65+ 底部欠 外面丹塗 り
,, 36 2 0  ,, ,, 1 ·003 2.9+ 口縁片 外面丹塗 り
,, 36 2 1  � ,., 1 -001 1 1 .4' 4.2+ 口縁、 体部 1 /3
� 36 22 ，， ，，， 3-003 3 .9+ 口縁片 外面丹塗 り.. 36 23 ,,. ，， 3 -001 1 2.4' 3.2 8.2' 2/3欠
，， 36 2 4  � ，； 2 -007 1 . 1 +  6.8' 底邪1/4
，' 36 2 5  � 高杯 2 -008 2.0+ 1 1.4' 脚部1/8 丹塗 り
，， 36 2 6  .. ,,. 4 -006 1 .7+ 底部片 外面丹塗 り
，， 36 27 .. 甕 5 -002 1 8.2' 1 .7+ 口縁、 体部1 /4
，， 3 6  28 � ,, 008 1 5.9" 6 5+ 口縁、 体部1/6
，， 36 29 ，， � 2 ·003 1 3.0· 3 .6+ 口縁1/8
，' 36 30 ,,. ,,. 009 3.6+ 口縁片
,, 36 3 1  ，， ,, 5 ·003 1 5.0" 9.2+ 口縁、 体部 1/6
,, 36 3 2  ,, ,, 0 1 1  5 . 1+  底部
,, 3 7  3 3  ,, ,, 2 -004 23.2 ° 6.4+ 口縁、 体部 1/6
,, 3 7  3 4  ,,. ,, 4 ·002 2.3+ 口縁片
,, 3 7  3 5  ,, "' 006 1 9.6' 4 . 1+  口縁1 /5
，，， 3 3  3 6  .,. ，，， 0 1 0  4 . 1  口縁片
,, 37 37 ，， ，； 3 -004 2.3+ 口緑片
,, 37 38 ,,. ,, 1 -005 5 .3+ 口縁片
，' 37 39 ，，， "' 4 -001 1 .6+ 口縁片
,, 37 40 ,, ，' 5 ·001 2 1 .0' 5.5 口縁1/2
，' 37 41 � ,,. 007 1 8.6' 4 o+ 口縁1/5
，' 37 42 ,, 甑 4 -003 47 底部片
，， 37 4 3  ,, カ マ ド ？ 2 ·002 4 s+ 裾部片
，， 37 44 須恵器 甕 005 4.0+ 1 2.4" 底部片 底部外面叩 き 痕
,, 37 4 5  縄文土器 鉢 2-001 4.8+ 体部片 早期、 押型文
,, 37 4 6  土 師 器 カ マ ド ？ 2 -009 片
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T ab . 2  遺 物 観 察 表 ( 4 ) （単位はcm、 ' は復原値、 ＋ は 欠損】

遺 構 Fig. 番号 名称 器種 R番 号 口径 器高 底径 残存 備 考

撹乱 （葡萄棚溝） 37 1 須恵器 蓋 3-006 1 4.5 2.6 口縁1/4 欠
腹乱 （葡萄棚溝） 37 2 ,,. .. 3·005 1 .85+ 体部1 /4

，，， 37 3 須恵器 蓋 79·003 1 5.6" 口 縁 1 /8
，， 37 4 ，，， 杯 1 1·002 1 1 .2 ・ 4.2 6.7 口縁1 /2欠
,,. 3 7  5 ,, 壺 ？ 86-001 2 5+ 口縁小片
,, 37 6 ,, 長頚壺 1 1-001  6.0+ 肩部1/6
,, 3 7  7 ,., 鉢 2·002 9.0+ 1 4.8' 底部1/6欠
,, 38 8 土師器 杯 3·012  1 7.4 ' 4 .2+ 4/5欠
,,. 38  ， � .. 3·002 1 3.2'  4.5 8.6 口縁3/4 内面工具痕、 外面手持 ち ヘ ラ けず り
,, 38  1 0  士師器 杯 79-0 0 1  1 3.0' 3 .4 82 ・ 3/4欠
,,. 38  1 1  ,, 皿 3-007 1 6.6・ 1 .7 1 2  1 '  3/4欠
,,. 38 12 ,, ,, 1 7 1 - 1  1 5.0' 1 .7 1 2 .4 小片
"' 38 1 3  ,, 杯 ？ 皿 2·001 1 7.0' 3.0+ 1 6.4' 口縁、 体部1/6.. 38 14  ，， 皿 79·002 1 9.6' 2.35 1 4 .7' 3/4欠
,, 38 1 5  ，，， 杯 3-004 1 .8+ 9.7' 底部1/6 削 り 出 し高台杯
，， 38 1 6  ，，， ,, 3·0 1 3  2 .5+ 小片
" 38  17 .. ,, 1 64-002 1 .1+ 小片
；， 38 1 8  ,, 甕 3-009 3 o+ 口縁片
.,. 38 19 ，， ,,. 1 64·00 1  3.7+ 口 縁片
<, 38 20 � ,,. 1 66·00 1 1 9.0' 6.7+ 口縁、 体部1 /4
，，， 38 2 1  "' ,., 3-008 1 2 .7' 7.3 口縁、 体部1 /4
,,. 38 2 2  "' ,,. 3-0 10 5 2+ 口縁片
,., 38  2 3  ,,. <, 2-003 18.4 ° 1 1 .5+ 口縁、 体部1/4
,, 38 24 � � 3-001 1 0.2'  7 . 1  + 口縁、 体部 1/6
,, 38 25 ,, ,., 3·0 1 1  5 2+ 口縁片
,, 38  26 ,, 甑 8-001 4 .4 5 +  1 2.2· 底部1/2
,, 38 27 .. .. 8-002 9 5+ 底部片

Tab . 3  石 器観 察 表

遺構 Fig. 番号 石材 器種 R番号 長 さ 幅 厚 さ 備考

Sl030 39 1 泥岩 砥石 001 5 .2  3 .8 1 .2  携帯用 、 穿孔あ り
SK078 39 2 砂岩 砥石 001 4.0 4.7 3 .0 
Sl 165 39 3 変岩 紡錘卓 003 4.4 5 . 1  0.7 未成品

撹乱 39 4 泥岩 砥石 004 7 .1  5.4 2.2 
ト レ ン チ 39 5 変 岩 た た き 石 003 1 1 .8 5 .2 2 .7 

表 土 39 6 黒曜石 石鏃 001 2.6 1 .9 0.5 

Tab. 4 鉄 製 品 観 察 表

遺構 Fig. 番号 器種 R番号 長 さ 帽 備考

SI045 40 1 釘 008 4 .4 06 

SI070 40 l 釘 003 5 .1  0 .6  

SI070 40 2 刀 子 004 60 1 .9  

SI070 40 3 不明 005 

S I105  4 0  1 刀 子 001  6 .2  1 .5 

- 47-



T a b . 5 竪 穴 住 居 一 覧 表

遺構 番号 Fig. 番号 主軸 平面 プ ラ ン 南北壁長 東西壁長 カ マ ド 屋 内土城 備考

00 1 5 N- 1 8 ° -E  長方形 3.5 m 2 .4 m  東 ゜

0 0 5  6 N - 3 2 ° -E  長方形 2 . 5 0  東

0 1 0  6 · 7 N - 9 3 ° -E  隅 円 長方形 3 . 5 0  2 . 9 0  方形l . l m X 0. 6 5 m 住居内土城あ り

0 1 5  8 N- 1 0 8 ° -E  隅 円 長方形 2.85  3 .60  東 方形1 . 0 5 X 0. 9 5  

0 2 0  8 N -7 ° -E  · 1 .  7 ·2 . 1 5  北

0 2 5  ， N- 1 5 ° -E  

0 3 0  1 0  N - 1 7 ° -E  隅 円正 方形 3 . 1 0  2 .90 

0 3 5  1 1  N - 1 0 5 ° - E  隅 円 長方形 2.90 4 .05  北 楕 円 形1 . 0 X 0 .85  

040  1 1  N - 5 ° -E  ·2 .65  ·2 .8  東 楕 円 形0.8 X 0 .65

045  1 2 · 1 3 N - 1 5 ° -E  隅 円 長方形 4.00 2 .65 北 • 西 円 形 1 .0 5 X 0 .95  
| 
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0 5 5  1 4  N - 1 8 ° -E  略正方形 2 .6 0  

0 70 1 5  N - 1 8 ° -E  隅 円 長方形 3.90  2 . 50  北 円 形 1 .6 X 1 . 3  

080  1 5  N-9 8 ° -E  隅 円 長方形 2 . 3 5  

1 00 1 6 · 1 7 N - 9 7 ° - E  隅 円 長方形 2.65  *3 . 3  東 住居内土城あ り

1 0 5  1 6  N -9 1 ° -E  · 2 . 1 5  1 .80 西

1 1 0 1 8  N- 1 1 2 ° -E  · 1 .4 

1 5 0  1 9  N - 1 0 ° -E  略長方形 2.05  ·2 .4  北 方形1 . 2 5 X 0.8  

1 5 5  2 0  · 1 .9 5  1 .05  西 円 形0.8 X 0 .65

1 6 5  2 1  N- 2 1 ° -E  隅 円 長方形 · 3 . 6 5  3 . 3 0  西 楕 円 形1.5 X 1 .0 

1 70 2 2  N- 1 1 1 ° -E  略正方形 3 .40 3 . 50  西 楕 円 形 1 . 1 X 0 .8  

1 80 2 3  N -4 ° -E  隅 円 長方形 3.45 · 2 . 6 5  北 楕 円 形 1 .4 X 1 . 2  

·は残存 ・ 検出長



W ま と め

I . 竪穴住居の 形 態 と 規 模について
住居跡の平面 プ ラ ンは、略長方形と略正方形に分かれる。略長方形11軒、略正方形3軒である。
住居跡の規模は最大でSI035の一辺4.05m X 2.9mを測り、最小はSl155の一辺2.05m X 2.4 mを測る。

Il . 住居内 諸 施 設 につ い て
竪穴住居内部か ら は、 カ マ ド、壁小溝、屋内土城、柱穴、住居内土城（壁際土城） が検出された。

( 1 ) カ マ ド
住居跡に付 設された カ マ ドは全て突出型であ っ た。付設場所は、北壁面5基、東壁面5基、西壁面5基

である。また、S I015とSI070は住居隅付近 （コ ー ナ 一 部） に付設されている。SI045は、北側と西側に
カ マ ドがあり、造り替 え が行 われていた も のと考 え ら れ、西 カ マ ドには小型の土師器甕が倒 立して支 脚
として用いられていた。SI020と035は、 カ マ ド前面や カ マ ド 内に灰 白 色の粘土が検出された。

(2) 壁小溝
調 査では3例確認した。SI045の東南壁沿いと、SI070の東西壁の一部、SI170の南壁で検出した。

(3) 貼 床
検 出した住居跡の殆どか ら 、 床面全体 よ り若干小さい規模で貼 床を確認した。 床面は殆ど平坦である。

(4) 屋内土城（床面下層 土城）
住居内の カ マ ド前面や 床面中央部分、壁際で検出している。土城の プ ラ ンは、方形と楕 円 形の2種類

を確認している。規模は、 方 形では l .05m - l .25m X 0.65m -0.95m を 測り、楕 円 形では、0.80- 1 .60
m X 0.65m - I .30 m を 測る。遺構埋土は、SI001では炭を含 む 淡茶褐土と暗茶黒土、SI035では、焼土、
炭を多量に含 む 赤褐土、SI045とSI070は焼土を含まない黒 茶土である。土城内 か ら は土師器甕や皿片が
出土している。性格 については諸説あるが、今回検出した遺構だけでは不 明である。

(5) 柱穴
検出した住居跡の中で、明確に柱穴と判 断できる ピ ッ ト は殆 ど確認されず、柱が住居外へ取り付 く も

の も 存在していたと考 え ら れる。住居の規模が小さい も のは、し っ かりした柱穴がな く と も 柱を 床に据
えた形で屋根は架かると考 え ら れ、その窪み程度の ピ ッ ト がSH OOで確認した も のではないかと考 える。

(6) 住居内土城（壁際土城）
住居壁面に住居外へ掘り込まれるかた ち で、土城を検出した。SIO I Oは カ マ ドの隣 （北側） に造 ら れ、

住居埋土と 同 じ 暗黒 灰土が入り、内部には土師器甕、杯片が出土して いる。SI I OOの土城の埋土は炭と
焼土が入り、土城周囲は、赤褐色に焼けていた。遺物は、土師器高杯、甕片を出土している。甘木市宮
原遺跡258号住居跡検出の土城（註 I ) と類似する。性格については、宮 原遺跡報告で述べ ら れている カ
マ ドの火種置き場と考 え ら れるが、SIO I Oは焼土や炭、壁面の焼けが全 く な く 、遺構の性格につ いては
不 明な点が多 く 、今後の課題である。
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m .  出 土 遺 物 について
住居跡出土遺物
住居跡から出土した土器の器種構成は、須恵器 （杯、蓋）、土師器 （坪、皿、高杯、鉢、甕、甑） で

あ り 、圧倒 的に土師器が多い。特に土師器甕にいた っ ては出土遺物の大半を 占 めている。
器種別に概観すると、須恵器杯は高台が外に踏 ん 張る タ イ プと断面台形の高台が底部の内寄 り に付 く

タ イ プがある。時期については各 々 の土器網年観の違いがあるが （註2) 、8世紀前半代の も のではない
か。産地については、筑後市周辺地域の八女や熊本県荒尾市等の須恵器窯資料との検討が必要であ ろ う。
土師器坪、皿 に 関しては、住居跡出土遺物中、大半が底部外面手持 ち ヘ ラ 削 り 調整で体 部が丸みを も ち 、
皿は 口 縁部が外反する タ イ プである。甕については特徴として、Si l 70屋内土城出土甕 (Fig35-4) の胴
部が張る タ イ プと、SI020出土甕 (Fig29- I ) の胴部が張らない タ イ プに分 け ら れ、干渇遺跡絹 年 （註2)
では II 、皿 Aに属している。また、Sil 70出土甕は胎土に多量の角閃 石を含 む遺物である。高杯は住居跡
から5点出土しているが、S I I OOの住居内土城 （壁 際土城） 出土の高坪は、杯部の体 部は丸みを も ち 、体
部外面に細かい ミ ガ キが入る。坪部は古い様相を呈してお り 、他の出土遺物と比べると特異な遺物であ
る。土師器に 関して も 時期的には杯や甕から概ね8世紀前半代に比定されるのではないか。

SX053出土遺物
今 回 の調査で、高台が削 り 出される土師器杯が出土している。筑後市内遺跡での出土例は、現在整理

中であるが、若菜森坊遺跡で数点出土しているのみである。久留米市では30点以上の報告がなされてお
り 、筑後国で生産された食器として位置づけ られている。今回のSX053出土遺物が1点のみであ っ た為、
共伴する遺物がな く 、時期については不 明であるが、久留米市下見遺跡土器編年 （註2) では8世紀後半
に出現し9世紀初 めには消滅する土器として報告されている。今後、筑後市周辺地域での出土状況や、実
年代を与 えるにあた っ ては共伴する遺物等の比較検討が必要であ ろ う。

N .  前津中ノ玉遺跡
今 回の調査では21棟 も の竪穴住居跡を検出し、昭和60年度調査 （註4) から検出された13棟の住居を

合 わ せて34棟 も の竪穴住居を数 える。8世紀代に前津地区一 帯の丘陵上には一定の集落があ っ たことが
窺 える。住居の規模について北部九朴Iでは6世紀後半以 降の竪穴部の縮小化傾 向と、そ れに伴う煙道部
の伸 長化 （註3) が 当遺跡で も 窺い知ることができた。その中で も 特にSi l50については小型の竪穴住居

（竪穴状遺構） で、カ マ ドが付設されてお り 、住 む 空 間として機能していたと言 えるか疑問であ り 、炊
事場的施設と考 えること も でき よ う。また、筑後市内遺跡では竪穴住居から掘 立柱建物への移行期が未
だは っ き り せず、掘 立柱建物に伴う仮屋 （小屋） 的 施設と も 捉 え られない。今後の前津地区の調査に期
待するとこ ろ である。
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